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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

平
成
20
年
の
新
し
い
年
を
迎
え
、
穏
や
か

で
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
３
月
25
日
午
前
９
時
42
分
に
発

生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
、
中
能
登
町
も
震
度
６

弱
の
大
き
な
揺
れ
と
、
そ
の
後
の
度
重
な
る
余
震
で
各
地

に
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
方
の
一
日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
皆
様
方
の
激
励
を
い
た

だ
く
と
と
も
に
多
額
の
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
中
能
登
町
も
合
併
し
て
３
度
目
の
初
春
を
迎
え
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
地
方
自
治
法
施
行
60
周
年
を
記
念
し
た
式
典
に
て
中
能
登
町
が
総

務
大
臣
表
彰
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
当
町
の
堅
実
な
行
財
政
運
営
や
地
場
産
業
の
振
興
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
や
光
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
情
報
化
の
推
進
、
町
独
自
の
子
育
て
環

境
の
整
備
充
実
等
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
偏
に
、
町
民
の
皆
様
方
や
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り

栄
え
あ
る
表
彰
を
受
賞
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
こ
の
賞
を
更
な
る
契
機
と
し
て
「
ふ
る
さ
と

ふ
れ
あ
い

心

を
育
む

中
能
登
町
」
を
基
本
理
念
に
「
誰
も
が
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
尚
一
層
、
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
、
町
民
の
皆
様
、
そ
し
て
故
郷
を
離
れ
て
御
活
躍
さ
れ
て
い
る

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
こ
の
一
年
が
明
る
く
幸
せ
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
清
々
し
く
新
年
を
迎
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
思
い
、

願
い
を
も
っ
て
一
年
を
歩
み
出
さ
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

能
登
は
、
災
害
も
少
な
く
、
緑
豊
か
で
住
み
よ
い
地
域
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

昨
年
は
、
地
震
や
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
自
然
の
驚
異
に
震
撼
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
、
春
の
農
繁
期
を
迎
え
た
３
月
25
日
、
こ
の
地
を
襲
っ
た
能
登
半
島
地

震
は
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
地
震
で
あ
り
、
人
的
被
害
、
家
屋
の
全

壊
・
損
傷
、
道
路
の
陥
没
等
当
町
も
大
き
な
被
災
を
被
り
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
ま
し
た
町
民
の
皆
様
に
、
あ
ら
た
め
て
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
地
震
に
際
し
、
全
国
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
お
見
舞
い
、
励
ま
し
の
言

葉
は
、
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
元
気
と
勇
気
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
議
会
を
代
表
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
町
で
は
、
町
総
合
計
画
の
策
定
を
は
じ
め
、
道
路
網
整
備
計
画
、
障

害
者
福
祉
計
画
が
策
定
さ
れ
、
新
町
に
お
け
る
生
活
環
境
、
道
路
交
通
網
の
整

備
等
が
順
次
事
業
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
、
こ
れ
ら
事
業
を
は
じ
め
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
適

法
・
適
正
に
、
し
か
も
、
公
平
・
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、

常
に
住
民
の
福
祉
を
考
え
、
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
行
動
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
、
議
会
で
は
、
町
民
の
皆
様
に
開
か
れ
た
議
会
、
関
心
を
持

っ
て
頂
く
議
会
運
営
を
目
指
し
て
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

今
後
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
、
さ
ら
に
行
財
政
に
対
す
る
知

識
を
深
め
る
と
共
に
社
会
情
勢
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
町
民

の
皆
様
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
町
づ
く
り
に
議
会
と
し

て
の
役
割
と
機
能
を
発
揮
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
年
も

な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆

様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

中能登町長

杉本　栄蔵
中能登町議会議長

若狭　明彦

恋に仕事に、また、親善
大使としてもがんばりたい

藤馬　千晶 さん（小竹）

昭和59年生まれ

ＪＡ能登わかば田鶴浜給油所に

勤めて２年目。お客さんを笑顔で

お迎えし、「また来たい」といっ

てもらえるよう、がんばります。

また、仕事以外に恋愛でも、町

親善大使としてもがんばって、充

実した一年を送りたいです。

伝統ある「繊維の町」を
町内外に広くＰＲしたい

若狹由美子 さん（能登部下）

昭和35年生まれ

織物のサンプル20万点を見るこ

とができる「中能登町織物デザイ

ンセンター」が今年の３月に町商

工会鹿西支所にオープンします。

一人でも多くの方に足を運んで

頂き、繊維の町をＰＲできるよう、

がんばります。

家族とともに、健康で無事に過

ごすことができ、仕事も順調にい

くようがんばります。

また、今年は昨年の県体（ソフ

トテニス）の成績を上回ることが

できるよう、練習に励みます。

孫たちが、健康に大きく育って

いくことが楽しみで、今年もその

成長を見守っていきたいです。

中能登町も、若い人を中心にが

んばって頂き、今まで以上に発展

するよう、願っています。

年
男
・
年
女
に
聞
く

今
年
は
ど
ん
な
一
年
に
し
た
い
？

２
０
０
８
年
の
十
二
支
は
、「
子
」。
ね
ず
み
で
す
。
十
二
支
の
一
番
目
に
数
え
ら

れ
る
動
物
で
、
成
長
が
早
く
多
産
な
の
で
、「
子
」
の
文
字
通
り
子
孫
繁
栄
を
象
徴

し
て
い
ま
す
。

ね
ず
み
年
の
人
は
、
頭
の
回
転
が
速
く
、
物
事
を
俊
敏
に
考
え
る
傾
向
が
あ
る
そ

う
で
す
が
、
中
能
登
町
の
年
男
・
年
女
は
、
２
０
０
８
年
を
ど
ん
な
一
年
に
し
た
い

の
か
、
抱
負
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１年生のときから続けている剣

道で、３月に静岡県である全国大

会に団体戦の中堅として出場しま

す。優勝目指して仲間と一生懸命

練習します。

また、剣道だけでなく、勉強で

もがんばります。

全国大会で活躍できるよ
う、一生懸命練習したい

丹後　晃毅 くん（徳前）

平成８年生まれ

健康で、一年間働き続け
られるよう、がんばりたい

西野　昌宏 さん（黒氏）

昭和47年生まれ

孫の成長を楽しみに、
健康に過ごしたい

萩 豊人 さん（良川）

昭和23年生まれ
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れ
て
い
た
方
で
、
退
職
等
に
よ
り

平
成
19
年
分
所
得
税
が
課
税
さ
れ

な
く
な
っ
た
方
は
、
税
源
移
譲
に

よ
る
税
率
変
更
の
影
響
で
所
得
税

の
税
負
担
の
軽
減
を
受
け
ら
れ

ず
、
個
人
住
民
税
の
税
負
担
の
増

加
の
み
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
へ
は
、
既
に
納

付
済
み
の
平
成
19
年
度
分
の
住
民

税
額
か
ら
、
税
源
移
譲
に
よ
り
増

額
と
な
っ
た
住
民
税
相
当
額
を
還

付
し
ま
す
。

還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
平

成
20
年
７
月
１
日
か
ら
平
成
20
年

７
月
31
日
の
期
間
内
に
町
へ
「
減

額
申
告
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

●
地
震
保
険
料
控
除
の
創
設

地
震
災
害
に
対
す
る
国
民
の
自

助
努
力
に
よ
る
個
人
資
産
の
保
全

を
促
進
し
、
地
域
災
害
時
に
お
け

る
将
来
的
な
国
民
負
担
の
軽
減
を

図
る
目
的
で
、
地
震
保
険
料
控
除

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
従
来
の
短
期
損
害
保
険
料
は

控
除
対
象
外
と
な
り
ま
し
た
。

確
定
申
告
に
必
要
な
書
類

左
の
書
類
は
、
確
定
申
告
の
際

に
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
書
類
で
す
。

申
告
さ
れ
る
税
務
署
や
町
の
申

告
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
末
調
整
で
控
除
を
受
け
て
い

る
分
は
、
控
除
で
き
ま
せ
ん

償
却
資
産
の
申
告

１
月
31
日
は
償
却
資
産
申
告
書

の
提
出
期
限
で
す
。
町
内
に
事
業

の
用
に
供
す
る
償
却
資
産
を
お
持

ち
の
方
は
、
町
へ
の
申
告
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

公
的
年
金
受
給
者
へ

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の

公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
た
と
き

は
、
雑
所
得
に
な
り
ま
す
。

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
に

源
泉
徴
収
税
額
が
あ
る
場
合
は
、

確
定
申
告
で
清
算
し
ま
す
。

ま
た
、
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
に
源
泉
徴
収
税
額
が
な
い
場

合
で
も
、
公
的
年
金
の
雑
所
得
と

公
的
年
金
以
外
の
所
得
と
を
合
計

し
た
所
得
金
額
が
、
扶
養
控
除
や

基
礎
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合

計
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
確
定

申
告
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
告
と
納
税
は
期
限
内
に

確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
あ
る

方
が
期
限
内
に
申
告
・
納
税
を
し

な
か
っ
た
場
合
、
後
で
不
足
の
税

金
を
納
め
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な

く
、
国
税
の
加
算
税
や
延
滞
税
も

納
め
て
頂
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
告
が
必
要
と
な
る
人

①
農
業
、
商
工
業
等
自
営
業
の
方

②
年
金
、
地
代
、
パ
ー
ト
な
ど
の

収
入
の
あ
っ
た
方

③
給
与
以
外
の
収
入（
農
業
な
ど
）

の
あ
っ
た
方

④
給
与
支
払
報
告
書
未
提
出
の
方

⑤
医
療
費
控
除
な
ど
を
受
け
る
方

※
税
務
署
で
確
定
申
告
を
さ
れ
る

方
は
、
町
へ
の
申
告
は
不
要

申
告
に
必
要
な
も
の

〇
印
鑑

〇
給
与
所
得
や
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票

〇
私
的
年
金
等
の
場
合
に
は
支
払

金
額
の
分
か
る
も
の

〇
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
医

療
費
の
領
収
書
（
支
払
額
を
集
計

し
た
も
の
）

〇
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
の
控
除
証
明
書

〇
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
の

控
除
証
明
書

〇
寄
付
金
の
領
収
書

〇
農
業
所
得
の
あ
る
方
は
、
収
支

計
算
準
備
表
な
ど

〇
口
座
振
替
納
付
や
還
付
申
告
の

方
は
、
振
込
先
、
通
帳
の
印
鑑

所
得
税
に
つ
い
て

●
定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た

●
税
率
が
変
更
さ
れ
ま
し
た（
下
表
）

●
個
人
の
減
価
償
却
制
度
が
改
正

さ
れ
ま
し
た

個
人
の
営
業
所
得
、農
業
所
得
、

不
動
産
所
得
を
計
算
す
る
中
で
、

減
価
償
却
資
産
の
計
算
の
方
法
が

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
19
年
４
月
１
日
以
降
に
取

得
し
た
減
価
償
却
資
産
に
つ
い
て

償
却
可
能
限
度
額
（
取
得
価
格
の

95
％
相
当
額
）
、
お
よ
び
残
存
価

格
が
廃
止
さ
れ
、
「
新
た
な
償
却

の
方
法
」
に
よ
り
耐
用
年
数
経
過

時
点
に
お
い
て
１
円
ま
で
償
却
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

住
民
税
に
つ
い
て

●
老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃
止
に

伴
う
経
過
措
置
が
な
く
な
り
ま
す

老
年
者
で
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人
に
対

す
る
非
課
税
措
置
が
平
成
18
年
度

か
ら
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
昭
和
15
年
１
月
２
日

以
前
生
ま
れ
の
人
で
、
前
年
の
合

計
所
得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人

に
つ
い
て
は
段
階
的
に
減
額
措
置

が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
20
年
度
で
は

全
額
負
担
と
な

り
ま
す
。

●
個
人
住
民
税

の
住
宅
借
入
金

等
特
別
税
額
控

除
の
創
設

税
源
移
譲
に

よ
り
、
所
得
税

が
減
額
と
な
り
、

控
除
で
き
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額

が
減
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
平
成

18
年
末
ま
で
に
入
居
し
、
所
得
税

の
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い
る
方

で
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な

か
っ
た
額
が
あ
る
場
合
は
、
翌
年

度
の
住
民
税
（
所
得
割
）
か
ら
控

除
で
き
ま
す
。

平
成
20
年
以
降
、
住
民
税
の
住

宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
適

用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
毎
年
申

告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

平
成
19
年
分
の
所
得
税
か
ら
控

除
し
き
れ
な
い
額
が
発
生
し
た
場

合
、平
成
20
年
３
月
17
日
ま
で
に
、

「
市
町
村
民
税
都
道
府
県
民
税
住

宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
個
人
住
民
税
の
み
増
額
と
な
る

所
得
変
動
者
に
係
る
経
過
措
置

平
成
18
年
分
所
得
税
が
課
税
さ

課税所得金額 平成19年分以降税率

195万円以下 ５％

195万円超330万円以下 10％－0,097,500円

330万円超695万円以下 20％－0,427,500円

695万円超900万円以下 23％－0,636,000円

900万円超1,800万円以下 33％－1,536,000円

1,800万円超 40％－2,796,000円

●所得税の税率変更

能登半島地震により被害を受けられたみなさんへ

雑損控除・災害減免の計算等申告相談会
日時・場所 １月22、29日9:30～12:00、14:00～16:30カルチャーセンター飛翔

持参する物 筆記用具、電卓、被害資産の明細、関連支出額の明細など

収入が公的年金等のみの方へ～説明を聞きながら申告書を作成～

年金受給者の方のための確定申告説明会
日時・場所 ２月６日 10:00～12:00、14:00～16:00 ラピア鹿島

持参する物 筆記用具、電卓、印鑑、口座番号の分かるもの、確定申告書など

お問い合わせ
七尾税務署℡52－9336
町税務課　℡74－2807

e-Taxで申告される方は、最高で
５千円の税額控除が受けられます。
さらに、添付書類が提出不要で還
付金振込がスピーディーです！

控除内容
控　除
限度額

保険料の2分の1 25,000円

地震保険料と長期損害保険
料がある場合は、両方の控 25,000円
除額の合計

●地震保険料控除（住民税）
住宅や家財などの生活資産の地震

保険料（平成20年度課税分から）

月日 対象地区 時間 会場

18日(月)
正部谷、横町、宮地 09 : 00～12 : 00

沢、谷内、杉谷 13 : 00～16 : 00

八坂、仲町、天神 09 : 00～12 : 00
19日(火)

中大門、大上門、上出、桜新町 13 : 00～16 : 00 鹿西庁舎

徳丸、川原、若草、今町 09 : 00～12 : 00
20日(水)

堂前、森宮 13 : 00～16 : 00

21日(木) 西馬場、上後山、下後山 09 : 00～12 : 00
２月

25日(月) 良川
09 : 00～12 : 00

ラポール良川
13 : 00～16 : 00

26日(火)
春木、大槻 09 : 00～12 : 00 春木集会所

新庄、廿九日、川田 13 : 00～16 : 00 新庄厚生館

27日(水)
瀬戸、花見月 09 : 00～12 : 00 瀬戸会館

黒氏 13 : 00～16 : 00

28日(木)
一青、羽坂、今羽坂 09 : 00～12 : 00

末坂 13 : 00～16 : 00 鳥屋庁舎

２日(日) 全地区
09 : 00～12 : 00

13 : 00～16 : 00

３日(月)
在江、西、坪川 09 : 00～12 : 00 ふれあい交流館北部

久乃木 13 : 00～16 : 00 久乃木老人憩の家

４日(火)
武部 09 : 00～12 : 00 武部ふれあいセンター

二宮、二宮あおば台 13 : 00～16 : 00 二宮ふれあいセンター

５日(水)
徳前 09 : 00～12 : 00 徳前つどいの里

芹川 13 : 00～16 : 00 芹川会館
３月

６日(木)
上井田 09 : 00～12 : 00 上井田公民館

下井田 13 : 00～16 : 00 下井田公民館

10日(月)
最勝講、東馬場、尾崎 09 : 00～12 : 00 東馬場公民館

小竹、水白 13 : 00～16 : 00 ふれあい交流館喜楽館

11日(火)
久江 09 : 00～12 : 00 久江集会所

曽祢 13 : 00～16 : 00 曽祢総合管理センター

12日(水)
小田中、藤井、福田 09 : 00～12 : 00 ふれあい交流館

高畠、小金森 13 : 00～16 : 00 ラポールみおや

※税務課(鳥屋庁舎)でも申告書の受付を行います ※３月２日(日)も受付します

平成20年 町県民税・所得税申告納税相談日程

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

     

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

国民健康保険税納付状況通知書

社会保険料控除証明書

介護保険料納付証明書

11月
発送済



7
2008.01

6
2008.01

～石川県後期高齢者医療広域連合から～

後期高齢者医療制度の保険料率が決定

４月１日
スタートの

●保険料＝「被保険者均等割額」＋「所得割額」
１人あたりの保険料額は、被保険者全員が等しく負担する「被保険者均等割額」と、被保険者の所得に応じ

て負担する「所得割額」の合計額となります。

●所得の低い方には、保険料の軽減措置
所得の低い方については、保険料の被保険者均等割額について、次の割合を軽減する措置を設けます。

※基礎控除額等の数値については、税制改正などで変更されることがあります。

●被用者保険の被扶養者であった方の軽減措置
被用者保険の被扶養者として、保険料を負担してこなかった方については、激変緩和の観点から後期高齢者

医療制度加入時より２年間、保険料の被保険者均等割額が５割軽減され、所得割額は課されません。

また、平成20年４月から９月までの半年間は、保険料を徴収せず、平成20年10月から平成21年３月までの

半年間は、保険料の被保険者均等割額を９割軽減する措置を設けます。

軽減措置該当者
・制度施行日の前日（平成20年３月31日）に被用者保険の被扶養者だった方

・制度施行後、75歳になって資格を得た日の前日に被用者保険の被扶養者だった方

被用者保険の被扶養者に対する凍結措置について

●軽減対象世帯の判定、および所得割額
の算定

・軽減を判定する計算式
年金収入額－公的年金控除－特例措置（15万円）

・所得割額の算定式
（旧ただし書所得に所得割率を乗ずる）

（年金収入額－公的年金控除－基礎控除額（33万円））×所得割率（8.33％）

基礎控除後の総所得金額等×所得割率
（旧ただし書所得）

被保険者、および世帯主の総所得合算額が次の基準に該当する方 軽減割合

基礎控除額（33万円）を超えない世帯 ７割軽減

基礎控除額（33万円）＋24.5万円×被保険者の数（被保険者である世帯主を除く）を超えない世帯 ５割軽減

基礎控除額（33万円）＋35万円×被保険者の数を超えない世帯 ２割軽減

該当者

〇制度施行日の前日
に被用者保険の被
扶養者だった方

〇制度施行後、75歳
になって資格を得
た日の前日に被用
者保険の被扶養者
だった方

（２年間被保険者均
等割のみ）

凍結前

被保険者均等割額

後期高齢者医療加入後２年間

▼
５割負担

※低所得者に対する７割・５割軽減が優先

凍結後

被保険者均等割額

平成20年度中に被保険者となった方

H21.4.1以降に後期高齢者医療に加入した
方は、左記に同じ

内容

H20. 4～H20. 9 凍結
最長
６か月間

H20.10～H21. 3

H21. 4～

１割負担
最長
６か月間

３割負担
５割負担

齢者医療制度の見直し
現在、国民健康保険に加入している方で、70～

74歳の方には高齢受給者証を交付しています。

この高齢受給者証については、平成20年４月か

ら窓口負担が２割、または３割とご案内していま

したが、国の高齢者医療制度の見直しにより下記

のとおり実施されることになりました。

★70～74歳の方の窓口負担について
高齢者医療制度の見直しにより平成21年３月ま

で１年間、窓口負担が１割に据え置かれることに

なりました。

※ただし、既に３割負担を頂いている方や後期高

齢者医療制度の対象となる一定の障害認定を受け

た方は除きます。

※代表的な参考例です。

詳しくは下記のところまでご連絡ください。

後期高齢者医療制度についてのお問い合わせは…

●石川県後期高齢者医療広域連合
TEL 076－223－0140（代）

FAX 076－223－0144

URL http://www.ishikawa-kouiki.jp/

●中能登町保健環境課（鹿西庁舎）
TEL 72－3129

夫婦2人世帯：夫の年金収入208万円、妻の年金収入79万円（夫婦とも国保）
夫　所得割額　45,815円　＋　被保険者均等割額　36,384円　＝　82,119円／年

（２割軽減）

妻　所得割額　00,000円　＋　被保険者均等割額　36,384円　＝　36,384円／年
（２割軽減）

74歳未満の世帯主である子と75歳以上の被保険者１人世帯
年金収入79万円（被用者保険被扶養者） 世帯主の所得200万円

所得割額　０円　＋　被保険者均等割額　2,274円　＝　2,274円／年（凍結措置適用）

※左記「●被用者保険の被扶養者であった方の軽減措置」を参照

石川県の被保険者均等割額 年額　45,480円

石川県の所得割率 8.33％

石川県の１人当たり 年額　84,564円

保険料額(平均) 月額　 7,047円

軽減後（※）の実質的な 年額　71,724円

１人当たり保険料額 月額　 5,977円

賦課限度額 年額 500,000円

石川県の保険料率

※所得の低い方に対する７割・５割・２割の被保険者均等割

軽減算定後の金額
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３
区
⑥
⑦
　
北
原
　
善
子（
良
川
）

４
区
⑥
⑨
　
荒
木
　
　
諒（
能
登
部
下

）

５
区
⑥
⑧
　
稲
垣
加
津
子（
高
畠
）

６
区
⑥
⑨
　
横
山
　
拓
生（
黒
氏
）

※
上
段
〇
が
総
合
順
位
、
下
段
〇

が
区
間
順
位

第
２
回
い
し
か
わ
っ
こ
金
沢
城
駅

伝
交
流
大
会

11
月
３
日
　
金
沢
城
内

男
子
の
部

第
１
位
　
越
路
小
学
校

第
３
位
　
鳥
屋
小
学
校
ア
ス
リ
ー

ト
ク
ラ
ブ

第
12
回
福
岡
オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会

11
月
24
、
25
日
　
富
山
県

小
学
生
男
子
団
体

第
３
位
　
鳥
屋
ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア

平
成
19
年
度
石
川
県
卓
球
選
手
権

大
会12

月
８
日
　
白
山
市
若
宮
体
育
館

男
子
ホ
ー
プ
ス
（
小
学
６
年
生
以
下
）

第
１
位
　
岡
本
　
尚
吾（
黒
　
氏
）

男
子
カ
ブ
（
小
学
４
年
生
以
下
）

第
１
位
　
出
雲
　
卓
斗（
廿
九
日
）

女
子
カ
ブ
（
小
学
４
年
生
以
下
）

第
１
位
　
三
野
　
朋
美（
末
　
坂
）

第
３
位
　
出
雲
　
美
空（
廿
九
日
）

混
合
ダ
ブ
ル
ス

第
１
位
　
奥
本
　
睦
美（
春
　
木
）

女
子
フ
ォ
ー
テ
ィ
ー

第
１
位
　
奥
本
　
睦
美（
春
　
木
）

第
18
回
石
川
県
レ
デ
ィ
ー
ス
卓
球

ダ
ブ
ル
ス
大
会

12
月
２
日
　
白
山
市
若
宮
体
育
館

１
部

第
１
位
　
奥
本
　
睦
美（
春
　
木
）

林
　
　
圭
子（
西
馬
場
）

第
41
回
全
能
登
少
年
剣
道
大
会

11
月
23
日
　
励
志
館

男
子
団
体

第
１
位
　
鹿
西
剣
道
教
室
Ａ

敢
闘
賞
　
鹿
島
少
年
剣
道
教
室

女
子
団
体

第
２
位
　
鹿
西
剣
道
教
室

男
子
個
人

第
１
位
　
駒
井
　
　
剛（
高
　
畠
）

第
２
位
　
山
崎
　
輝
也（
金
　
丸
）

女
子
個
人

第
１
位
　
細
川
　
　
栞（
金
　
丸
）

敢
闘
賞
　
桧
　
　
佳
奈（
末
　
坂
）

〃
　
　
木
島
　
芙
美（
金
　
丸
）

第
41
回
全
能
登
中
学
校
新
人
剣
道

大
会11

月
23
日
　
励
志
館

女
子
団
体

第
３
位
　
鹿
西
中
学
校

男
子
個
人

第
３
位
　
瀧
野
　
正
基（
末
　
坂
）

女
子
個
人

第
１
位
　
山
本
美
珠
稀（
西
馬
場
）

第
２
位
　
松
岡
　
寛
子（
二
　
宮
）

第
20
回
能
登
地
区
ジ
ュ
ニ
ア
体
操

競
技
大
会

12
月
２
日
　
鹿
島
体
育
セ
ン
タ
ー

低
学
年
男
子
（
個
人
総
合
）

第
１
位
　
吉
本
　
拓
洋（
小
　
竹
）

第
２
位
　
鵜
家
　
克
海（
黒
　
氏
）

第
３
位
　
角
　
　
　
仁（
二
　
宮
）

高
学
年
男
子
（
個
人
総
合
）

第
１
位
　
屋
敷
　
拓
哉（
良
　
川
）

第
２
位
　
田
村
　
裕
輝（
良
　
川
）

高
学
年
女
子
（
個
人
総
合
）

第
２
位
　
大
野
木
　
遥（
徳
　
前
）

第
３
位
　
高
田
　
奈
於（
小
　
竹
）

第
３
回
中
能
登
町
民
卓
球
大
会

12
月
９
日
　
鹿
島
体
育
セ
ン
タ
ー

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
１
位
　
岡
本
　
尚
吾（
黒
　
氏
）

第
２
位
　
打
越
　
史
彦（
羽
　
坂
）

第
３
位
　
町
口
　
智
哉（
良
　
川
）

〃
　
　
出
雲
　
　
卓（
廿
九
日
）

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
１
位
　
奥
本
　
睦
美（
春
　
木
）

第
２
位
　
三
野
　
真
以（
末
　
坂
）

第
３
位
　
菊
川
　
郁
美（
鹿
西
高
）

〃
　
　
山
辺
喜
美
枝（
金
　
丸
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス

第
１
位
　
清
水
　
　
厚（
黒
　
氏
）

打
越
　
貴
之（
羽
　
坂
）

第
２
位
　
打
越
　
昭
彦（
羽
　
坂
）

打
越
　
史
彦（
羽
　
坂
）

第
３
位
　
町
口
　
智
哉（
良
　
川
）

岡
本
　
尚
吾（
黒
　
氏
）

〃
　
　
出
雲
　
　
卓（
廿
九
日
）

出
雲
　
卓
斗（
廿
九
日
）

女
子
ダ
ブ
ル
ス

第
１
位
　
奥
本
　
睦
美（
春
　
木
）

山
辺
喜
美
枝（
金
　
丸
）

第
２
位
　
菊
川
　
郁
美（
鹿
西
高
）

中
村
　
有
沙（
鹿
西
高
）

第
３
位
　
堀
川
　
明
穂（
末
　
坂
）

笹
川
　
理
子（
末
　
坂
）

〃
　
　
三
野
　
真
以（
末
　
坂
）

三
野
　
朋
美（
末
　
坂
）

男
子
カ
デ
ッ
ト

第
１
位
　
谷
　
　
純
樹（
能
登
部
下
）

第
２
位
　
守
山
　
健
太（
川
　
田
）

第
３
位
　
三
野
浩
太
郎（
末
　
坂
）

〃
　
　
大
森
　
雅
哉（
能
登
部
上
）

女
子
カ
デ
ッ
ト

第
１
位
　
曽
山
　
沙
智（
羽
　
坂
）

第
２
位
　
堀
川
穂
菜
美（
末
　
坂
）

第
３
位
　
笹
川
　
理
子（
末
　
坂
）

〃
　
　
石
端
　
　
梓（
金
　
丸
）

男
子
ホ
ー
プ
ス

第
１
位
　
出
雲
　
卓
斗（
廿
九
日
）

第
２
位
　
池
田
　
拓
也（
西
馬
場
）

第
３
位
　
前
田
　
健
人（
良
　
川
）

〃
　
　
山
口
　
拓
也（
一
　
青
）

女
子
ホ
ー
プ
ス

第
１
位
　
三
野
　
朋
美（
末
　
坂
）

第
２
位
　
中
井
　
彩
乃（
東
馬
場
）

第
３
位
　
南
　
　
茉
緒（
二
　
宮
）

〃
　
　
神
保
奈
生
子（
良
　
川
）

男
子
カ
ブ

第
１
位
　
本
吉
　
泰
大（
久
　
江
）

第
２
位
　
畑
　
　
和
希（
良
　
川
）

第
３
位
　
大
森
　
貴
斗（
能
登
部
下
）

〃
　
　
畑
　
　
直
希（
良
　
川
）

女
子
カ
ブ

第
１
位
　
出
雲
　
美
空（
廿
九
日
）

第
２
位
　
笹
川
　
真
子（
末
　
坂
）

第
３
位
　
石
黒
　
真
有（
金
　
丸
）

〃
　
　
打
越
　
彩
歌（
羽
　
坂
）

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

第
１
位
　
塩
谷
　
　
隆（
つ
ば
さ
の
会

）

第
２
位
　
松
本
　
秀
仁（
福
　
田
）

第
３
位
　
水
口
美
千
代（
つ
ば
さ
の
会

）

〃
　
　
米
沢
　
正
樹（
高
　
畠
）

平
成
19
年
度
中
能
登
町
女
性
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

５
月
16
日
〜
11
月
27
日

第
１
位
　
久
江

第
２
位
　
球
友
会

第
３
位
　
二
宮

町
老
人
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
の
廃
止

老
人
保
健
制
度
が
後
期
高
齢
者

制
度
に
移
行
す
る
等
、
制
度
見
直

し
に
伴
い
廃
止
。

町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

き
、
町
営
住
宅
か
ら
暴
力
団
員
を

排
除
す
る
こ
と
を
目
的
に
改
正

平
成
19
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
千
８
９
９
万
７

千
円
を
増
額
。
総
額
99
億
９
千
５

８
７
万
６
千
円
。

平
成
18
年
度
各
会
計
決
算

審
査
実
施

議
会
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が

11
月
に
開
催
さ

れ
、
平
成
18
年

度
中
能
登
町
７

会
計
の
決
算
内

容
に
つ
い
て
審

査
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
審
査
結

果
は
、
今
後
、

新
年
の
予
算
編

成
に
活
か
さ
れ

ま
す
。

※
「
一
般
質
問
」
に
つ
い
て
は
、

広
報
な
か
の
と
２
月
号
で
ご
紹

介
し
ま
す

石
川
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
36
回
剣
道
交
流
大
会

12
月
９
日

金
沢
市
総
合
体
育
館

団
体
の
部

第
１
位
　
鹿
島
少
年
剣
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団

先
鋒
　
駒
井
　
　
奨（
高
　
畠
）

次
鋒
　
袋
井
　
奈
津（
芹
　
川
）

中
堅
　
丹
後
　
晃
毅（
徳
　
前
）

副
将
　
北
村
　
　
静（
二
　
宮
）

大
将
　
駒
井
　
　
剛（
高
　
畠
）

小
学
生
男
子
個
人
戦

第
２
位
　
横
町
　
俊
輝（
金
　
丸
）

第
３
位
　
山
崎
　
潤
也（
金
　
丸
）

小
学
生
女
子
個
人
戦

第
１
位
　
細
川
　
　
栞（
金
　
丸
）

中
学
生
女
子
個
人
戦
　

第
１
位
　
山
本
美
珠
稀（
西
馬
場
）

※
鹿
島
少
年
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
と
山
本
美
珠
稀
さ
ん
は
全
国
大

会
（
３
月
26
日
〜
静
岡
県
）
出
場

石
川
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
19
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
大
会

12
月
９
日

河
北
台
健
民
体
育
館

団
体
の
部

第
１
位
　
鹿
島

個
人
の
部

男
子
６
年
生
ダ
ブ
ル
ス

第
１
位
　
堂
本
　
裕
人（
久
乃
木
）

袋
井
　
由
樹（
芹
　
川
）

男
子
４
年
生
以
下
ダ
ブ
ル
ス

第
３
位
　
袋
井
　
真
央（
芹
　
川
）

堂
本
　
侑
也（
久
乃
木
）

女
子
４
年
生
以
下
ダ
ブ
ル
ス

第
３
位
　
大
島
　
　
遥（
井
　
田
）

山
本
　
理
子（
西
馬
場
）

第
58
回
石
川
県
中
学
校
駅
伝
大
会

11
月
７
日

う
の
け
総
合
公
園
陸
上
競
技
場

第
２
位
　
鳥
屋
中
学
校

１
区
⑧
⑧
丹
後
　
和
磨（
良
川
）

２
区
⑨
⑥
浜
口
　
大
生（
良
川
）

３
区
⑤
④
安
久
　
昌
紀（
末
坂
）

４
区
③
④
北
野
　
敦
也（
川
田
）

５
区
③
③
亀
井
　
順
平（
新
庄
）

６
区
①
②
干
場
　
涼
平（
一
青
）

※
北
信
越
大
会
（
11
月
23
日
〜
長

野
県
）
に
出
場

※
上
段
〇
が
総
合
順
位
、
下
段
〇

が
区
間
順
位

第
５
回
石
川
県
市
町
対
抗
ふ
る
さ

と
駅
伝

11
月
25
日
　
加
賀
市

市
町
対
抗
部
門

第
５
位
　
中
能
登
町

１
区
④
④
　
廣
瀬
　
亜
美（
武
部
）

２
区
⑥
⑩
　
丹
後
　
和
磨（
良
川
）

３
区
⑥
⑨
　
赤
島
　
　
薫（
金
丸
）

４
区
⑥
⑪
　
小
幡
　
信
二（
良
川
）

５
区
⑧
⑪
　
堂
前
み
づ
ほ（
能
登
部
下

）

６
区
⑤
⑧
　
田
中
　
大
貴（
二
宮
）

ふ
る
さ
と
部
門

第
６
位
　
な
か
の
と
Ａ
Ｃ

１
区
⑤
⑤
　
林
　
里
梨
夏（
春
木
）

２
区
④
④
　
干
場
　
涼
平（
一
青
）

平成19年
第４回(12月)定例会
（12月10日～21日）

中能登町
議会

Enjoy
Sports
Enjoy
Sports

11月１日、石川県文

教会館で行われた「い

しかわ教育の日記念大

会」で、南喜久夫さん

（二宮）が、生涯スポ

ーツ功労者として知事

表彰を受賞されました。

南　喜久夫さんが表彰

条
例
の
一
部
改
正
や
平
成
19
年
度

補
正
予
算
な
ど
可
決
！

能
登
町
議
会
第
４
回
定
例
会
が
、
12
月
10
日
か
ら
21
日
ま
で
の
12

日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
決
算
認
定
７
件
、
条
例
等
議
案
15
件
な
ど
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
全
て
が
原
案
ど
お
り
可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
・
承
認
さ
れ
た
主
な
議
案

中

8
2008.01
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中能登町内のいろいろな出来
事を紹介するコーナーです。
みなさんの周りの身近な情報
をお知らせください。お待ちし
ています。

連絡先
〒929-1792
中能登町末坂９部46番地
中能登町企画課（鳥屋庁舎）
TEL ７４－２８０６
FAX ７４－１３００
Eメール
kikaku@town.nakanoto.lg.jp

10月25日、白山市で行わ
れた石川県更生保護大会の
席上、28年間、夫の定次さ
んの保護司活動を支え続け
た大森久子さんに、全国保
護司連盟から表彰状が贈ら
れました。

自分で作った料理は一味違う!?

12月２日、ラピア鹿島で男女共
同参画推進事業「男の料理教室」
が開かれ、参加者18人が魚料理に
挑戦しました。
参加者の中には、普段全く料理
をしない人もおいでましたが、食生活改善推進協議会のみなさんの手ほど
きを受けながら、アジの塩焼きやグラタンなどを楽しく作り上げました。
出来上がった料理は、みなさん「とてもおいしい！」と笑顔で試食し、

「これをきっかけに少しでも料理をしたい」などの感想が聞かれました。

あれ？よく見ると…

１株に10株くっついている不思議な白菜が、12月
８日、橋本重保さん（徳丸）の畑でとれました。
珍しい自然の贈り物に、収穫した橋本さんは、

「50年間畑を作り続けているが、こんな白菜は見た
ことがない。びっくりした。白菜の生命力を感じる」
と話し、いつもの冬とは一味違った収穫の喜びを感
じていました。

焼きみかんを食べ、無病息災

12月15日、徳丸区の貴船神社で「あだけ祭り」が
行われ、集まった人々が燃え上がる炎を囲みました。
以前は、藁や薪などに火を放ち、大声であだけ

（暴れ）回るという祭りでしたが、今はあだけ回る
ことはなく、この炎で焼いた焼きみかんを食べ、
１年間の無病を祈る祭りとなり、集まった参拝者
は焼いて甘くなったみかんを食べ、体を温めていま
した。

ロボコンの魅力は工夫と創造

町内中学校合同のサイエンス教室（講演会）が、
12月11日、ラピア鹿島で行われ、２年生174人が実
物のロボットで機械工学への関心を深めました。
ロボットは、金沢工業高等専門学校のロボットコ
ンテストで優秀な成績を収めたロボットで、その俊
敏で滑らかな動きに生徒たちは驚き、工夫と創造が
重ねられた製作について、多くの質問を浴びせてい
ました。

心にしみる優しい音色

12月１日、ふるさと創修館でミニコンサートが開
催され、フルートとハープが奏でる、繊細で美しく、
優しい音色が聴衆を魅了しました。
村野訓之さん（フルート奏者）と稗島律子さん

（ハープ奏者）の２人の演奏は息もぴったりで、美
しく調和。舞曲『メヌエット』など12曲を心地よく
聴かせてくれました。

冬の夜空に幻想的な光

昨年、大規模な輝きでみなさんの心を躍らせたデ
イサービスセンターひまわりに隣接する公園のイル
ミネーションが、今年も華やかに夜を彩っています。
このイルミネーションは、能登部上区曳き山保存
会が住民への感謝の気持ちを込めて行っているもの
で、今年は防火意識の高揚を目的に高さ約13ｍの火
の見やぐらが建てられ、昨年より５千個多い３万５
千個の発光ダイオードが鮮やかな光を放っています。

大森久子さん（能登部上）が

全国保護司連盟から表彰
11月21日、東京のホテルニュ－オ－タニで日

本ＰＴＡ全国協議会表彰式が行われ、県、およ
び地域でのＰＴＡ活動における功績が認められ
た田中ゆきみさん（水白）が、会長表彰を受賞
されました。
個人 田中ゆきみさん（鹿島中ＰＴＡ）
団体 鹿西中学校ＰＴＡ

田中ゆきみさん（水白）に

日本PTA全国協議会会長表彰

イルミネーションは午後５時から10時まで点灯（１月20日まで）
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新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り

と
い
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
一
番
大
切
な
生
活
リ
ズ
ム
を
、
年
の
初
め
に
も
う
一
度
見
直

し
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
ね
。
早
寝
、
早
起
き
を
基
本
に
し
て
、
朝

食
を
き
ち
ん
と
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
る
の
は
風
邪
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」
子
ど
も
た
ち
は
笑
っ
て
い
る
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
が
大
好
き
で
す
。
短
い
時
間
で
も
親
子
で
触
れ
あ
っ
て
遊

ぶ
時
間
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
1
月
の
行
事

８
日な

か
よ
し
広
場

つ
く
し
保
育
園

伝
承
遊
び
の
会

と
り
や
の
の
保
育
園

す
く
す
く
相
談

さ
く
ら
保
育
園

９
日な

か
よ
し
広
場

あ
お
ば
保
育
園

11
日新

春
お
琴
の
会

あ
お
ば
保
育
園

15
日な

か
よ
し
広
場

さ
く
ら
保
育
園

お
正
月
遊
び

つ
く
し
保
育
園

16
日の

び
の
び
サ
ー
ク
ル

あ
お
ば
保
育
園

17
日な

か
よ
し
広
場

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

こ
す
も
す
保
育
園

18
日健

康
教
室

と
り
や
の
の
保
育
園

22
日すく

す
く
相
談

と
り
や
の
の
保
育
園

25
日手

作
り
お
も
ち
ゃ
の
会

と
り
や
の
の
保
育
園

28
日な

か
よ
し
コ
ン
サ
ー
ト

あ
お
ば
保
育
園

●
2
月
の
行
事

１
日節

分
の
集
い

各
保
育
園

６
日の

び
の
び
サ
ー
ク
ル

あ
お
ば
保
育
園

12
日な

か
よ
し
広
場

つ
く
し
保
育
園

す
く
す
く
相
談

あ
お
ば
保
育
園

13
日な

か
よ
し
広
場

あ
お
ば
保
育
園

15
日リ

ト
ミ
ッ
ク

あ
お
ば
保
育
園

平成20年度からの健診・保健指導は、メタボリックシンドロームに着目した健診・保健指導に変わり
ます。
対象は40～74歳のすべての方で、みなさんが加入している医療保険者（健康保険組合・国民健康保

険など）が特定健診・特定保健指導を行うことになります。

特定健診・特定保健指導ってなに？
生活習慣病の発症に関係して特に最近話題となっているのがメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候
群）です。メタボリックシンドロームの予防は心臓病・脳卒中・糖尿病などの予防につながり、さらには
医療費を抑制することができます。

Ｑ．来年度から健診の受け方は変わるの？
Ａ．本人および扶養家族が、加入している医療保険者の指定する健診機関で健診を受けることになります。

ただし、職場での事業所健診を受けた方は特定健診を受けたことになります。

Ｑ．健診内容は変わるの？
Ａ．追加項目があります。

メタボリックシンドロームの危険がないかを調べる項目が加わります。
★腹囲（へそ周り）測定
★ＬＤＬ（悪玉）コレステロール（血液検査）

Ｑ．特定保健指導ってどんなことをするの？
Ａ．健診の結果からメタボリックシンドロームの危険性の程度を判定します。

判定の段階にあわせて一人ひとりの生活に合った改善方法を一緒に考えてくれます。医師・保健師・
管理栄養士などが行います。

特定保健指導もいろいろ!!
肥満・血圧・血糖・脂質・喫煙のうち危険因子を何個持っ
ているか･･･によって違います。
◆健診受診者全員 生活改善に役立つ情報を提供します
◆あれっ!?健診結果に異常値が出現しはじめた？

生活習慣改善のグッドタイミング！ 一度会ってお話
ししましょう。

◆健診結果の異常値が重なってきたぞ！
積極的におつきあいしたいですね。半年間、よろしく★

音にあわせて、楽しく体を動かす♪音にあわせて、楽しく体を動かす♪



午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
石
川
能
登
サ
テ

ラ
イ
ト
（
ミ
ナ
・
ク
ル
３
階
）

※
予
約
制

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
石
川

℡
５
３
―

７
０
７
０

■
石
川
社
会
保
険
事
務
局

か
ら
の
お
知
ら
せ

社
会
保
険
庁
で
は
「
年
金
記
録
に

対
す
る
信
頼
の
回
復
と
新
た
な
年
金

記
録
管
理
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
」

に
基
づ
き
、
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
を
順
次
進
め
て
い
ま
す
。

12
月
か
ら
３
月
ま
で
に
基
礎
年
金

番
号
に
記
録
が
結
び
つ
く
と
思
わ
れ

る
方
に
ね
ん
き
ん
特
別
便
を
お
送
り

し
、
そ
の
後
４
月
か
ら
10
月
ま
で
に

そ
の
他
全
て
の
方
に
年
金
記
録
を
お

送
り
し
ま
す
。

ね
ん
き
ん
特
別
便
に
つ
い
て
は
、

社
会
保
険
庁
に
お
届
け
い
た
だ
い
て

い
る
住
所
に
お
送
り
す
る
た
め
、
住

所
や
氏
名
の
変
更
の
届
出
が
お
済
み

で
な
い
方
に
つ
い
て
は
お
届
け
で
き

ま
せ
ん
。

年
金
手
帳
を
確
認
さ
れ
婚
姻
に
よ

る
氏
名
の
変
更
や
住
所
の
変
更
を
届

出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
次
の
場
所
で

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

お
近
く
の
役
場
庁
舎
窓
口

厚
生
年
金
加
入
者

勤
務
先
の
社
会
保
険
担
当
者

厚
生
年
金
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者

勤
務
先
の
社
会
保
険
担
当
者

年
金
受
給
者

お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

ね
ん
き
ん
特
別
便
が
お
手
元
に
届

い
た
ら
、
年
金
記
録
を
確
認
し
て
い

た
だ
き
、
訂
正
が
な
い
場
合
は
「
確

認
は
が
き
」
を
、
訂
正
が
あ
る
場
合

は
「
年
金
加
入
記
録
照
会
票
」
を
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
平
成
20
年
度

入
学
生
・
受
講
生
募
集

募
集
内
容
・
募
集
期
間

・
高
等
学
校

普
通
科

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
を
利
用
し
て
３

年
で
高
校
卒
業
資
格
取
得

募
集
は
２
月
１
日
〜
４
月
20
日

・
専
攻
科

社
会
福
祉
コ
ー
ス

介
護
福
祉
士
受
験
資
格
取
得

一
次
募
集
は
１
月
21
日
ま
で

・
社
会
福
祉
士
養
成
課
程

社
会
福
祉
士
受
験
資
格
取
得

一
次
募
集
は
１
月
23
日
ま
で

・
生
涯
学
習
通
信
講
座

資
格
な
ど
２
０
０
コ
ー
ス
以
上

通
年
申
込
受
付

お
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

℡
０
１
２
０
―

０
６
―

８
８
８
１

■
平
成
19
年
度
ふ
ぐ
処
理

資
格
者
試
験
準
備
講
習
会

日
時
・
場
所

１
月
29
日
（
火
）
午
前
９
時
〜

石
川
県
女
性
セ
ン
タ
ー

受
講
料

２
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
３
千
円
）

※
定
員
50
人
程
度

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

社
団
法
人
石
川
県
調
理
師
会

℡
０
７
６
―

２
６
１
―

０
１
４
４

１
月

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
状
況

住
宅
名
　
戸
数
　
空
き
状
況

黒
氏
住
宅
　
12
戸
　
空
き
室
な
し

末
坂
住
宅
　
８
戸
　
空
き
室
な
し

末
坂
第
２
住
宅

12
戸
　
空
き
室
な
し

コ
ー
ポ
と
り
や

60
戸
　
２
戸

春
木
住
宅
　
12
戸
　
空
き
室
な
し

川
田
住
宅
　
10
戸
　
空
き
室
な
し

芹
川
住
宅
　
15
戸
　
２
戸

久
江
住
宅
　
15
戸
　
１
戸

金
丸
住
宅
　
12
戸
　
空
き
室
な
し

募
集
期
間
　
1
月
4
日
〜
11
日

受
付
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
土
日
祝
日
は
受
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

墓
地
公
苑

使
用
者
募
集
（
随
時
受
付
中
）

名
　
称
　

型
㎡
　
永
代
募
集

使
用
料

区
画

文
崎
墓
地
　
Ａ
4.96

26
万
円
　
24

〃

Ｂ
7.45

39
万
円
　
２

墓
地
公
苑
　
Ｃ
5.00

25
万
円
　
76

「
と
り
や
」

墓
地
公
苑
　
Ｄ
4.00

20
万
円
　
121

「
に
の
み
や
」

〃

Ｅ
5.00

25
万
円
　
54

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
監
理
課
（
鹿
島
庁
舎
）

℡
７
６
―

１
２
３
４

15
2008.01

■
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

福
祉
に
関
す
る
心
配
ご
と
相
談

日
時
・
場
所

１
月
21
日
（
月
）

午
後
２
時
〜
４
時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
身
障
者
室

鹿
島
庁
舎
１
階
相
談
室

鹿
西
庁
舎
２
階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会

℡
７
２
―

４
１
２
３

■
困
り
事
お
聞
き
し
ま
す

行
政
・
人
権
く
ら
し
の
相
談

日
時
・
場
所

１
月
７
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

鹿
島
庁
舎
１
階
相
談
室

１
月
15
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
身
障
者
室

２
月
５
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

鹿
島
庁
舎
１
階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
（
鹿
西
庁
舎
）

℡
７
２
―

３
１
３
５

■
一
度
相
談
し
て
み
て
は
…

ひ
と
り
親
家
庭
相
談

日
時
・
場
所

１
月
８
日
（
火
）

２
月
12
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

鹿
西
庁
舎
２
階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
保
育
担
当

（
鹿
西
庁
舎
）

℡
７
４
―

２
８
０
６

■
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

結
婚
相
談

日
時
・
場
所

１
月
５
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
４
時

鹿
西
庁
舎
２
階
集
会
室

１
月
21
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

鹿
島
庁
舎
１
階
第
２
会
議
室

１
月
22
日
（
火
）

午
後
２
時
〜
４
時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
身
障
者
室

２
月
５
日
（
火
）

午
後
２
時
〜
４
時

鹿
西
庁
舎
２
階
集
会
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
企
画
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

℡
７
４
―

２
８
０
６

■
悩
み
解
決
し
ま
す
！

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

サ
ラ
金
等
の
多
重
債
務
、
悪
徳
商

法
、
遺
産
相
続
登
記
、
土
地
問
題
な

ど
、
法
律
に
関
す
る
相
談
で
す
。
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

日
時
・
場
所

１
月
21
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
12
時

鹿
島
庁
舎
１
階
相
談
室

※
要
予
約
１
月
18
日
〆
切

※
１
人
30
分
程
度

お
申
し
込
み

中
能
登
町
商
工
観
光
課

（
鹿
島
庁
舎
）

℡
７
６
―

２
４
３
１

■
一
人
で
悩
ま
ず
に

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

日
時
・
場
所

１
月
17
、
24
日

２
月
７
、
14
日

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

七
尾
駅
前
パ
ト
リ
ア
５
階

相
談
料

30
分
５
千
円
（
要
予
約
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

金
沢
弁
護
士
会

℡
０
７
６
―

２
２
１
―

０
２
４
２

■
女
性
の
た
め
の
再
就
職

相
談
会

日
時
・
場
所

１
月
11
、
25
日
、
２
月
８
日

14
2008.01

役場へのお問い合わせは
鳥屋庁舎
総務課 ℡74－1234
財政担当 ℡74－2802
窓口サービス担当 ℡74－2805
企画課 ℡74－2806
情報担当 ℡74－2804
地域振興担当 ℡74－2803
税務課 ℡74－2807
会計課 ℡74－2809
議会事務局 ℡74－2808

鹿島庁舎
監理課 ℡76－1234
地籍担当 ℡76－2432
窓口サービス担当 ℡76－2433
土木建設課 ℡76－2435
農林課 ℡76－2434
商工観光課 ℡76－2431
上下水道課 ℡76－2436

鹿西庁舎
住民課 ℡72－3131
窓口サービス担当 ℡72－3132
保健環境課 ℡72－3129
福祉課 ℡72－3135
保育担当 ℡72－3134
介護担当 ℡72－3133
教育文化課 ℡72－3920
統合中学校担当 ℡72－3923
文化財担当 ℡72－3914
生涯学習課 ℡72－3921
スポーツ担当 ℡72－3922

政治家（候補者、候補者になろうとする人、現に公

職にある人）が、選挙区内の人に、お金や物を贈るこ

とは、法律で禁止されています。違反すると罰せられ

ます。有権者が寄付を求めることも禁止されています。

禁止されている行為
●お中元やお歳暮など

●町内会の集会や、お祭りへの寸志や

飲食物の差入

●入学、卒業などのお祝い

●落成式、開店祝いなどの花輪

ルールを守って、明るい選挙を



地
元
が
好
き
な
大
学
生
、
一
般

期
間２

月
９
日
〜
11
日
（
２
泊
３
日
）

※
参
加
費
４
千
円

お
申
し
込
み
締
め
切
り

１
月
31
日
（
木
）

の
と
ゆ
め
フ
ァ
ミ
リ
ー

交
流
の
家
で
身
体
を
動
か
し
た

り
、ク
ラ
フ
ト
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

対
象小

学
生
１
０
０
人
（
高
学
年
）

期
間２

月
23
日
〜
24
日
（
１
泊
２
日
）

※
参
加
費
２
千
５
０
０
円

お
申
し
込
み
締
め
切
り

１
月
31
日
（
木
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

国
立
能
登
青
少
年
交
流
の
家

℡
０
７
６
７
―

２
２
―

３
１
２
３

■
寒
い
冬
に
、
あ
っ
た
か
〜
い

所
へ
旅
行
し
ま
せ
ん
か
！

〇
能
登
空
港
利
用
促
進
企
画
旅
行

美
ら
島
沖
縄
本
島
へ
行
こ
う

日
程
・
基
本
料
金

２
月
17
日
〜
19
日
（
２
泊
３
日
）

５
万
６
千
７
０
０
円
〜

美
ら
島
沖
縄
離
島
へ
行
こ
う

日
程
・
基
本
料
金

２
月
17
日
〜
20
日
（
３
泊
４
日
）

８
万
５
千
６
０
０
円
〜

〇
ウ
イ
ン
グ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員

特
別
企
画
旅
行

歴
史
と
浪
漫
の
街
長
崎
ま
る
か
じ
り
！

日
程
・
基
本
料
金

２
月
16
日
〜
18
日
（
２
泊
３
日
）

４
万
９
千
円
〜

花
と
緑
の
島

あ
っ
た
か
ア
イ
ラ
ン
ド
八
丈
島
！

日
程
・
基
本
料
金

２
月
29
日
〜
３
月
２
日（
２
泊
３
日
）

４
万
５
千
円
〜

常
夏
の
楽
園

ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
＆
世
界
ら
ん
展

日
程
・
基
本
料
金

２
月
29
日
〜
３
月
２
日（
２
泊
３
日
）

５
万
２
千
７
０
０
円
〜

お
問
い
合
わ
せ

能
登
空
港
利
用
促
進
同
盟
会

℡
０
７
６
８
―

２
６
―

２
３
６
６

17
2008.01

■
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
事
業
者

（
法
人
）
募
集

町
で
は
第
３
期
町
介
護
保
険
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
整
備
を
図
る
た
め
、
平
成
20

年
度
に
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
事
業
者
（
法
人
）
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
施

設
・
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同

生
活
介
護
施
設（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

で
２
ユ
ニ
ッ
ト
（
入
所
定
員
18
人
）

※
設
置
予
定
地
区
は
鹿
島
地
区

募
集
期
間

１
月
４
日
〜
１
月
31
日

応
募
の
手
続
き

福
祉
課
介
護
担
当
で
町
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
施
設
整
備
法
人
募
集
要

項
を
配
布
し
ま
す
。

※
配
布
期
間
は
１
月
４
日
〜
１
月
31

日
（
土
・
日
、
祝
祭
日
は
除
く
）

事
業
者
決
定
方
法

応
募
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
実
施
し
、
決
定
し
ま
す
。

書
類
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
介
護
担
当

（
鹿
西
庁
舎
）

℡
０
７
６
７
―

７
２
―

３
１
３
３

■
能
登
の
祭
や
民
俗
･
風
景

渋
谷
利
雄
写
真
展

羽
咋
市
出
身
の
写
真
家
・
渋
谷
利

雄
氏
の
写
真
展
で
、
迫
力
あ
る
能
登

の
風
景
を
堪
能
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

２
月
16
日
〜
３
月
９
日

ふ
る
さ
と
創
修
館

■
ふ
れ
あ
い
中
能
登

２
０
０
８
年
コ
ン
サ
ー
ト

町
内
中
学
生
、
能
登
地
区
高
校
吹

奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
コ
ン
サ
ー
ト
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

２
月
10
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

ラ
ピ
ア
鹿
島

※
入
場
無
料

■
新
し
い
年
の
始
ま
り
を
祝
う

新
年
互
礼
会
の
ご
案
内

日
時
・
場
所

１
月
１
日
（
火
）
午
前
11
時
〜

ラ
ピ
ア
鹿
島

※
会
費
無
料

※
町
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
ご
自

由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
商
工
会

℡
７
６
―

１
２
２
１

■
国
立
能
登
青
少
年
交
流
の

家
か
ら
の
お
知
ら
せ

我
が
町
再
発
見
！

先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域

か
ら
我
が
町
を
見
つ
め
直
し
ま
す
。

対
象

16
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町民ス
キー・ボード教室町民ス
キー・ボード教室

消費生活
相談

コーナー

消費生活
相談

コーナー
裁判員制度とは、国民のみ

なさんに裁判員として刑事裁

判に参加してもらい、被告人が有罪かどうか、有罪の場合どのよう

な刑にするかを裁判官と一緒に決めてもらう「国民の司法参加」を

実現する制度で、平成21年５月までの間にスタートします。

当町にお住まいの方々も裁判員に選ばれる可能性がありますの

で、これから数回にわたり裁判員制度Ｑ＆Ａを連載します。

Ｑ．裁判員制度は、なぜ導入されるのですか？
Ａ．国民のみなさんが裁判に参加することによって、法律の専門

家ではない人たちの感覚が裁
判の内容に反映されることに
なります。その結果、裁判が
身近になり、みなさんの司法
に対する理解と信頼が深まる
ことが期待されています。
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た
か
さ
ご
や

夫
に
な
る
人
　
　

妻
に
な
る
人
　
住
所

向
　
　
一
文

石
村
　
由
佳
（
徳
　
前
）

濱
屋
　
大
輔

宮
内
　
千
津
（
良
　
川
）

横
山
　
昌
英

鶴
岡
美
津
代
（
一
　
青
）

お
め
で
た

氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
届
出
人
　
住
所

卜
　
部
　
紗さ

菜な

文
平
　
（
大
　
槻
）

木
　
谷
　
美み

月づ
き

友
和
　
（
武
　
部
）

因
　
幡
　
悠ゆ
う

希き

幸
也
　
（
二
宮
あ
お
ば
台

）

山
　
本
　
陽は
る

斗と

隆
童
　
（
二
宮
あ
お
ば
台

）

お
く
や
み

氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
年
齢
　
　
住
所

三
　
原
　
三
世
子
　
　
66
歳
　
（
能
登
部
下
）

坂
　
口
　
正
　
喜
　
　
48
歳
　
（
瀬
　
戸
）

山
　
本
　
静
　
子
　
　
102
歳
　
（
良
　
川
）

泉
　
　
　
一
　
郎
　
　
63
歳
　
（
井
　
田
）

打
　
越
　
は
つ

84
歳
　
（
羽
　
坂
）

吉
　
島
　
平
　
二
　
　
87
歳
　
（
廿
九
日
）

坂
　
井
　
幸
　
作
　
　
84
歳
　
（
良
　
川
）

池
　
田
　
良
　
春
　
　
60
歳
　
（
能
登
部
上
）

町
・
県
民
税
　
　
　
第
４
期

国
民
健
康
保
険
税
　
第
10
期

介
護
保
険
料
　
　
　
第
10
期

納
期
限
　
１
月
31
日
（
木
）

上
下
水
道
料
　
12
月
使
用
分

納
期
　
　
１
月
25
日
（
金
）

町
税
の
納
付
の
相
談
は
…

中
能
登
町
税
務
課
（
鳥
屋
庁
舎
）
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当
番
医
　
　（
診
療
時
間
午
前
９
時
〜
正
午
）

12
月
29
日
　
鍛
治
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

30
日
　
藤
田
医
院

31
日
　
今
井
医
院

１
月
１
日
　
安
田
医
院

２
日
　
な
か
お
内
科
医
院

３
日
　
毛
利
医
院

６
日
　
今
井
医
院

13
日
　
鍛
治
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

14
日
　
藤
田
医
院

20
日
　
安
田
医
院

27
日
　
な
か
お
内
科
医
院

２
月
３
日
　
毛
利
医
院

10
日
　
今
井
医
院

11
日
　
藤
田
医
院

17
日
　
鍛
治
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

小
児
当
番
医
（
診
療
時
間
午
前
９
時
〜
正
午
）

12
月
29
日
　
や
ま
ざ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

30
日
　
せ
い
し
ゅ
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

31
日
　
桜
井
小
児
科
医
院

１
月
１
日
　
公
立
能
登
総
合
病
院

２
日
　
公
立
能
登
総
合
病
院

３
日
　
さ
は
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

６
日
　
せ
い
し
ゅ
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

13
日
　
恵
寿
総
合
病
院

14
日
　
国
立
七
尾
病
院

20
日
　
桜
井
小
児
科
医
院

27
日
　
公
立
能
登
総
合
病
院

２
月
３
日
　
や
ま
ざ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

10
日
　
国
立
七
尾
病
院

11
日
　
恵
寿
総
合
病
院

17
日
　
せ
い
し
ゅ
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

お
問
い
合
わ
せ

㈱
環
境
日
本
海
サ
ー
ビ
ス
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●
鳥
屋
地
区

１
月
４
日
〜
20
日

羽
坂
・
大
槻
・
春
木
・
瀬
戸
・
花
見
月

末
坂
・
深
沢

１
月
21
日
〜
31
日

黒
氏
・
一
青
・
黒
氏
新
町
・
良
川

２
月
１
日
〜
５
日

廿
九
日
・
川
田
・
新
庄
・
羽
坂

２
月
６
日
〜
20
日

大
槻
・
春
木
・
瀬
戸
・
花
見
月

末
坂
・
深
沢

●
鹿
島
地
区

１
月
４
日
〜
６
日

在
江
・
坪
川
・
西
・
久
乃
木

１
月
７
日
〜
９
日

武
部
・
二
宮
・
徳
前
・
浅
井
・
芹
川

１
月
10
日
〜
14
日

井
田
・
小
竹
・
最
勝
講
・
東
馬
場

１
月
15
日
〜
20
日

尾
崎
・
水
白
・
久
江
・
小
田
中

１
月
21
日
〜
31
日

福
田
・
藤
井
・
高
畠
・
小
金
森
・
曽
祢

２
月
１
日
〜
３
日

在
江
・
坪
川
・
西
・
久
乃
木

２
月
４
日
〜
12
日

武
部
・
二
宮
・
徳
前
・
浅
井
・
芹
川

２
月
13
日
〜
14
日

井
田
・
小
竹
・
最
勝
講
・
東
馬
場

●
鹿
西
地
区

１
月
10
日
〜
23
日

西
馬
場
・
能
登
部
上
・
縄
手
・
徳
丸

１
月
24
日
〜
28
日

能
登
部
下
・
上
後
山
・
下
後
山

１
月
29
日
〜
31
日

金
丸

２
月
10
日
〜
23
日

西
馬
場
・
能
登
部
上
・
縄
手
・
徳
丸

不
適
正
な
訪
問
販
売
・
点
検
に
ご
注
意
!!
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鹿島
図書館

鳥屋
図書館

鹿西
図書館

中
能
登
消
防
署
だ
よ
り

○
ご
寄
付

○
納
税
の
お
知
ら
せ

○
日
曜
・
祝
日
当
番
医

○
今
月
の
し
尿
汲
取
り

○
ご
寄
付

○
納
税
の
お
知
ら
せ

○
日
曜
・
祝
日
当
番
医

○
今
月
の
し
尿
汲
取
り

12
月
１
日
〜
12
月
15
日
　
受
付
分

お
断
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は
、
当
町
に
住
所
を
有
す

る
方
が
当
町
で
届
出
を
し
、
掲
載
希
望
が
あ
る
方
の
み

と
し
ま
す
。
他
市
町
村
で
届
出
さ
れ
、
掲
載
を
希
望
す

る
場
合
は
、
住
民
課
（
℡
７
２
―
３
１
３
１
）
ま
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

平成19年
12月15日現在

人口
19,849人（－1）

男
9,558人（－2）

女
10,291人（＋1）

世帯数
6,308世帯（＋2）

※（ ）内は前月比

消
火
栓
や

防
火
水
そ
う
が
雪
に
埋
も
れ
る

と
、
火
事
と
な
っ
た
と
き
、
消
火
活
動
に
支
障
を
き
た
し

ま
す
。

家
の
近
く
に
あ
る
消
火
栓
な
ど
の
除
雪
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
式
典
終
了
後
、
ポ
ン
プ
車
に
よ
る

一
斉
放
水
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

防
火
や
住
宅
用
火
災
警
報
機
に
関
す
る
ご
相
談
、
お
問
い
合
わ
せ
は

七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合
　
中
能
登
消
防
署
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図書館

鳥屋
図書館

鹿西
図書館

鹿島
図書館

鳥屋
図書館

鹿西
図書館

鹿島
図書館

鳥屋
図書館

鹿西
図書館

ゲーム・工作・楽しいおはなしがいっぱいです。
みんなで遊びに来てください。

●日時･場所

１月12日（土）午後２時～
カルチャーセンター飛翔

●ネズネズのおえかき ナカバン

●いたずらゴブリンのしろ 青山　邦彦

●はこははこ? アントワネット・ポーティス

●ブルくんとかなちゃん ふくざわゆみこ

●14ひきのもちつき いわむらかずお

人形劇

３びきのやぎのガラガラドン
●日時・場所

１月26日（土）午後１時30分～　ラピア鹿島
人形劇のあと、ゲーム・かるたとりなどします。

みんなで来てください。

お知らせ

蔵書点検に伴う臨時休館
●鹿島図書館　　１月28日～31日

●鳥屋図書館　　２月４日～７日

●鹿西図書館　　２月12日～15日

※新年は３館とも１月５日(土)から開館
します
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■平成20年12月28日 編集発行
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小島　成
なる

陽
ひ

ちゃん（８か月）

達也さん、麗子さんご夫婦の次男
（能登部上）

外国から中能登町にお嫁に来られた方と食生活改善推進協議会のみなさんなどでおせち料理を作り、楽
しく交流しようと、12月16日、ラピア鹿島で「国際交流サロン おせち料理を作ろう」が行われ、中国出
身の５人の方が手作りのおせち料理で新年のお祝いをするため、真剣に料理に取り組んでいました。
今回作ったおせち料理は、「田作り」「筑前煮」「七福なます」など６種類。参加者には料理好きが多く、

てきぱきとした動きで立派なおせち料理を仕上げました。
中国では、お正月に水餃子を食べてお祝いするそうですが、参加者は

「難しかったけど、家でもおせち料理に挑戦したい」と話していました。




